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・ 昨年12月のユーロ圏の消費者物価の速報値は、前年比＋1.3％と前月（同＋1.0％）から上昇率が

加速した。内訳は、過去数ヶ月のヘッドライン計数を押し下げてきたエネルギー価格が同＋

0.2％と７月以来となるプラス圏に転じたほか、食料・たばこ・アルコール飲料も同＋2.0％と前

月（同＋1.9％）から僅かながら加速。変動の大きい食料・たばこ・アルコール飲料・エネルギ

ーを除いたコア物価は同＋1.3％と、昨年４月以来の水準に加速した前月と同水準。 

・ コア物価の細かい内訳は17日の確報で公表される。今月はサービス価格が同＋1.8％（同＋1.9％）

と前月から僅かに上昇率が鈍化した一方、エネルギーを除く工業製品が同＋0.4％と前月と同じ

上昇率（四捨五入前では同＋0.37％→同＋0.45％とやや加速）。過去２ヶ月のコア物価は前年同

月の弱めの伸び率に助けられた面もあるが、全般に下げ止まりの兆しが広がりつつある。中東情

勢緊迫化に伴う原油高の影響が来月以降の表面物価の押し上げに働くとみられるが、４・５月に

かけては前年同月が北海ブレントで70＄/b台と高く、一時的に上昇抑制要因となる公算が大きい。

表面・コアともに引き続き水準は低いが、物価低迷を背景とした追加緩和期待は目先後退しよう。 

 

 

■ユーロ圏:消費者物価（前年比） ■ユーロ圏：コア消費者物価（前年比）

注：コア物価は食料・たばこ・アルコール・エネルギー除く 注：コア物価は食料・たばこ・アルコール・エネルギー除く

出所：Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏の消費者物価（％）

2019 2019
1Q 2Q 3Q 4Q 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

消費者物価 （前期比） 0.0 0.5 0.2 － 0.2 0.1 0.3 0.1 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.1 －

（前年比） 1.4 1.4 1.0 1.0 1.5 1.4 1.7 1.2 1.3 1.0 1.0 0.8 0.7 1.0 1.3
コア消費者物価 （前年比） 1.0 1.1 0.9 1.2 1.0 0.8 1.3 0.8 1.1 0.9 0.9 1.0 1.1 1.3 1.3
食料/アルコール/たばこ（前年比） 2.0 1.5 1.8 1.8 2.3 1.8 1.5 1.5 1.6 1.9 2.1 1.6 1.5 1.9 2.0

食料 （前年比） 1.5 1.2 1.6 － 1.8 1.3 1.1 1.1 1.3 1.7 1.9 1.2 1.2 1.5 －
アルコール （前年比） 1.9 1.3 1.0 － 2.0 1.9 1.3 1.5 1.1 1.1 1.0 0.8 0.8 0.8 －
たばこ （前年比） 4.9 4.1 4.1 － 5.3 4.5 4.1 4.2 4.1 3.9 4.0 4.2 4.2 5.4 －

エネルギー （前年比） 3.9 3.6 -0.7 -2.1 3.6 5.3 5.3 3.8 1.7 0.5 -0.6 -1.8 -3.1 -3.2 0.2

注：消費者物価の前期比は季節調整後。コア消費者物価は食料・アルコール・たばこ・エネルギーを除く。出所：Eurostat


